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本論は、多義的な意味を持つ「遊び」と建築との関係性について検証し、設計におけ

る手法としての「遊び」の実践的有用性について論じるものである。著者によれば、社

会の縮小や人々の生活スタイルの変化、デジタル化などにより、建築を取り巻く世界は

過 渡 期 に あ り 、 物 理 的 に も 時 間 的 に も 余 白 が 生 じ る 時 代 に お い て 、「 遊 び 」 を 検 証 す る

ことの重要性を唱えている。これまで多くの哲学者や心理学者、生物学者や社会学者な

どが「遊び」について言及してきた歴史があり、また「遊び」は人間の根元的な行動の

一 つ で も あ る に も か か わ ら ず 、「 遊 び 」 と 建 築 と の 関 係 性 に つ い て 包 括 的 に 考 察 す る 既

往研究はなく、本論文の新規性が認められる。  
 

１章では、「遊び」と建築の関係性を明らかにし、その上で「遊び」を用いた設計手

法 の 有 効 性 に つ い て 実 践 的 提 案 を 用 い て 提 示 す る こ と を 本 論 の 目 的 と し て 掲 げ て い る 。

ま た 、 文 中 で の 単 語 「 遊 び 」 の 使 用 上 の 定 義 や 、 既 往 論 文 と の 相 違 点 に つ い て 明 ら か

にしている。  

２章では、歴史的な観点から、「遊び」が時代ごとにどのように解釈され、その意味

が 変 化 し て き た の か 、 そ の 変 遷 を 文 献 や 過 去 の 言 説 な ど か ら ま と め て い る 。 産 業 革 命

期以降の「子供の発見」と共に「遊び」の意味も発見されたとし、この時代の「遊び」

は 主 に 、 大 人 に な る た め の 準 備 や 、 労 働 に 対 す る 余 暇 と し て の 位 置 付 け で あ っ た と し

て い る 。 そ の 後 ２ ０ 世 紀 に 入 り 、 次 第 に 「 遊 び 」 は 人 間 の 発 達 段 階 に お け る 過 程 の ひ

と つ で あ る と い う 解 釈 や 、 子 供 に 限 ら ず 「 遊 び 」 が 文 化 の 根 源 で あ る と い っ た 解 釈 が

されるようになったことを述べている。さらに２０世紀後半以降、「遊び」の本質的な

意 味 が 、 行 為 や 行 動 と い う よ り も 、 あ る 様 態 や 状 況 を 指 し 、 そ こ に 中 動 態 と の 強 い 関

係 性 が あ る こ と を 示 し て い る 。 著 者 は 、 芸 術 （ 特 に 造 形 芸 術 ） と 中 動 態 と の 間 に も 強

い 関 係 性 が あ る こ と を 踏 ま え て 、 中 動 態 を 介 し て 建 築 と 本 質 的 な 意 味 で の 「 遊 び 」 と

の間に、密接な関係があることを明らかにしている。  

 

３ 章 で は 、 時 代 ご と に 変 化 す る 「 遊 び 」 の 解 釈 が 、 建 築 家 の 理 念 や 具 体 的 な 作 品 に

ど の よ う に 影 響 を 及 ぼ し た か に つ い て 述 べ て い る 。 CIAM の 影 響 か ら ２ ０ 世 紀 初 頭 の

「 遊 び 」 は 主 に 技 術 発 展 に よ っ て 増 え る と 予 測 さ れ た 残 余 時 間 と し て の 「 余 暇 」 と 解

釈 さ れ た と し 、 ル ・ コ ル ビ ュ ジ エ に よ る 提 案 の 中 で 、 健 康 維 持 の た め の 運 動 用 設 備 と

して都市デザインや建築に導入されたことを示し、 20 世紀以前の「遊び」の解釈との

関連性を明確にしている。 1950 年以降のチーム X が台頭した時代では、アルド・ヴァ

ン・アイクやスミッソン夫妻が、「遊び」を隔離した空間としてではなく、都市の中に

連 続 し た 状 態 と し て 存 在 す べ き で あ り 、 街 路 空 間 こ そ が 重 要 な 「 遊 び 」 の 空 間 だ と 主

張 し た こ と に 言 及 し 、 都 市 的 街 路 空 間 の 導 入 と い っ た 方 法 で 「 遊 び 」 の 建 築 化 が 試 み

られたことを論じている。また、 50 年代から 70 年代にかけて活動したシチュアショ

ニ ス ト ・ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル の 主 要 メ ン バ ー の 一 人 で あ っ た コ ン ス タ ン ト に よ る 「 遊
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ぶ人（ホモ・ルーデンス）」のための仮想都市「ニューバビロン」計画の提案の分析か

ら 、「 遊 び 」 の 芸 術 表 現 と の 関 係 や 自 己 実 現 性 の 解 釈 と の 関 連 性 を 明 ら か に し て い る 。

論 考 は 、「 遊 び 」 と 演 劇 の 関 係 に も 言 及 し て お り 、「 遊 び 」 の 特 質 で あ る 虚 構 性 や 仮 象

性などと建築との関係について検証している。  

20 世紀末では、ベルナード・チュミやレム・コールハースに焦点を当て、ジャック・

ア ン リ オ の 提 唱 し た 「 遊 び 」 の 重 要 要 素 で も あ る 偶 然 性 や 不 安 定 性 を 、 仕 組 み の デ ザ

インによって試みた経緯や、コールハースのボイドの戦略が、「遊び」の解釈における

「遊隙」と「遊動」の関係の実践的試みであることを検証によって明らかにしている。

最後に、「遊び」の中動態との関係に照らすことで、建築における「遊び」が同時代に

おける「遊び」の本質的解釈と連動していることに言及している。  

小 結 と し て 、 こ う し た 検 証 結 果 の 図 式 化 を 試 み て お り 、 そ こ か ら 建 築 と 「 遊 び 」 の

関係が積層した構造を見出し、それを「 Play  Tectonics」として独自に定義したことは

高く評価される。  

 

４ 章 で は 、 著 者 自 ら の こ れ ま で の 設 計 活 動 に お い て 、 一 貫 し た 「 遊 び 」 と の 関 係 性

が あ る こ と や 、 そ れ ぞ れ の 作 品 が 「 遊 び 」 の ど の よ う な 意 味 や 解 釈 に 基 づ い て い る の

かについて、具体的には、過去の作品や提案をその特徴別に５つの実践領域に分類し、

「 Play  Tectonics」における積層を縦断的に捉えつつ、その中に著者自らのデザイン特

性を見出したことを検証しており、「 Play  Tectonics」が建築と「遊び」の関係性を示

す構造であると同時に、著者独自のデザイン手法であることを明らかにしている。  

 

５章では、「 Play  Tectonics」を用いた新たな具体的設計提案を提示し、この手法の

有 効 性 や 重 要 性 の 検 証 を 試 み て い る 。 提 案 の 対 象 を 都 心 に あ る 駅 舎 と し 、 効 率 性 や 機

能 性 が 求 め ら れ る 都 市 の 公 共 機 能 が 、 そ の 発 展 経 緯 や 鉄 道 会 社 同 士 の 競 争 関 係 、 ま た

は 政 治 的 な 要 因 に よ っ て 、 必 ず し も 理 想 的 な 状 況 に な い こ と を 指 摘 し 、 そ こ に 生 ず る

課題に対する新たな可能性を、「遊び」を用いた設計手法として構築する試みを行なっ

て い る 。 ま た 、 近 年 の ラ イ フ ス タ イ ル の 変 化 や 人 々 の 行 動 の 変 化 に よ っ て 生 じ つ つ あ

る 、 時 間 の 余 白 に 対 す る 空 間 的 な 応 答 の 意 味 に つ い て も 言 及 し て お り 、 具 体 的 に は 、

３ つ の 鉄 道 路 線 の 交 わ る 高 田 馬 場 駅 に お い て 、 立 体 的 に 交 差 す る 鉄 路 と 駅 舎 の 平 面 的

断面的余白を、「遊び」における「遊隙」と位置付け、そこに駅舎としての効率性や機

能性から導かれる動線に加え、「遊動」としての人々の活動やふるまいを創出するため

のデザインを提案している。  

「 Play  Tectonics」の最下層の創造手法における他者性を、この地域のかつての田畑

の パ タ ー ン か ら 抽 出 し 、 そ の 多 様 か つ 複 雑 な 形 状 と 、 機 能 効 率 か ら 導 か れ た 動 線 と の

関 係 性 を 主 た る デ ザ イ ン と し て 、 そ の 上 で 、 偶 然 性 や 不 確 定 性 を 引 き 出 す 仕 組 み や 、

演 劇 性 、 街 路 的 な 特 性 、 遊 び 場 要 素 を 横 断 的 に 交 え て い く 手 法 を 実 践 的 に 提 案 し て い
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る 。 結 果 と し て 生 成 さ れ た 駅 空 間 は 、 体 験 す る 側 の 中 動 態 的 な 行 動 を 誘 発 す る 場 で あ

り 、 人 々 の 多 様 か つ 自 由 な ふ る ま い の 同 時 多 発 的 な 状 態 を 生 起 さ せ 、 実 空 間 に お け る

人 と 人 の 出 会 い の た め の 「 遊 び 」 空 間 と な る こ と を 明 確 に し た 点 に お い て 、 極 め て 独

創的な成果であるといえる。  

 

最後に 6 章では、「遊び」についての時代ごとの多様な解釈や検証が、建築領域と密

接に連動し、多様な形での「遊び」の空間化や建築化が試みられてきたことを提示し、

「遊び」と建築の間には、著者の定義した「 Play  Tectonics」が手法として有効である

こ と を 、 著 者 の 実 践 や 設 計 提 案 に よ っ て 実 証 し う る こ と を 示 し て い る 。 今 後 、 バ ー チ

ャ ル 空 間 の 発 達 な ど が 見 込 ま れ る 現 代 に お い て 、 こ こ に 提 示 さ れ た 「 遊 び 」 を 介 し た

建 築 領 域 で の 検 証 や 試 み は 、 人 々 に と っ て の 実 空 間 の 重 要 性 を 再 考 す る 上 で 大 切 な 意

義 を 持 つ も の と 考 え ら れ 、 縮 退 時 代 と 言 わ れ る 今 日 の わ が 国 に お け る 建 築 デ ザ イ ン に

おける重要な手法のひとつとなることが期待される。  

 

以 上 を 要 す る に 、 本 研 究 は 「 遊 び 」 と 建 築 の 関 係 性 を 検 証 し た 上 で 、 利 用 者 の 中 動

態 的 な 行 動 を 誘 発 す る 場 と し て 独 創 的 な デ ザ イ ン 作 品 を 生 み 出 し た も の で あ り 、 今 後

の 建 築 デ ザ イ ン に 大 き な 示 唆 を 与 え る と 共 に 、 建 築 計 画 学 の 発 展 に 大 き く 寄 与 す る も

のとして、博士（建築学）の学位授与に相応しいものと認める。  
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